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Abstract
In this paper, we propose the list of sentence patterns and vocabulary to raise 
the level of proficiency. To raise the level of proficiency, learners need to get ability 
to do various language activities. And that means, learners need to get ability to 
speak, read, listen, and read about various topics. So when we study how to raise the 
level of proficiency, it is very important to investigate which sentence patterns and 
words are required to do language activities in Japanese.
There are enough studies on Japanese grammar, however, not enough on 
vocabulary except the learning strategies and semantic word analysis. Besides, there 
are very few vocabulary lists for Japanese education, compare to English. The most 
famous one is the list from The Content Specifications of Japanese-Language 
Proficiency Test, but the list is not helpful enough. Since the 8000 words are just 
arranged according to the Japanese syllabary. With that list, we could hardly know 
which words are needed to do language activities, to speak about “child care” for 
example. It is not enough to just memorize the words from A to Z when you speak 
about some topic. It is very important and necessary to connect both the sentence 
patterns and vocabulary with language activities.
Thus, in our list, we adopted 100 topics from 16 fields from the study by 
Hashimoto 2008, and arranged 5 sentence patterns with appropriate words examples 
for every 16topics from each fields.
With this list, teachers and learners can easily know not only sentence patterns 
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１．はじめに
　本稿は，日本語学習者のプロフィシェンシー向上のための語彙指導について考える
ものである。「プロフィシェンシー」という概念が日本語教育において広く知られるよ
うになったのは，Oral Proficiency Interview（以下，OPI）に拠るところが大きい。
とくに，ここ数年，『プロフィシェンシーを育てる』（２００８年，凡人社），『プロフィシェ
ンシーと日本語教育』（２００９年，ひつじ書房），『プロフィシェンシーから見た日本語教
育文法』（２００９年，ひつじ書房）などの刊行により，プロフィシェンシーの概念が日本
語教育に浸透してきていると言える。
　OPI は，「総合的タスク／機能」「場面・話題」「テキストの型」「正確さ」の４つの
要素から成り立っているが，「プロフィシェンシー・テスト」であるOPI で最も重視
されるのは，「日本語を使って何ができるか」という「総合的タスク／機能」の部分で
ある。とは言え，実際に具体的な文や談話を構成するのは，いわゆる「文法」や「語
彙」といった言語形式であるというのも事実であり，また，教室で指導されるもの，
学習者が学びたいものもこれら言語形式である。つまり，プロフィシェンシー重視の
言語教育とは，単に学習者が必要とする言語活動，タスク，能力をリストアップする
ことではなく，これらを言語形式と結び付けることであると考えることができる。
　本稿では，この言語形式のうち，「語彙」に焦点を当て，これまであまり考えられて
来なかったプロフィシェンシー向上のための語彙指導について考えてみることにした
い。なお，「語彙」は，「語の集まり」という意味であるが，ここでは，日本語教育で
一般に言われているとおり「実質語（内容語）」に限定して考える。
２．話題別語彙リストの提案
　では，プロフィシェンシー向上のための語彙教育・語彙指導とはどのようなもので
あろうか。機能語や構文・文型といったいわゆる「文法」は，これまで多くの研究の
蓄積があり，最近では，従来指導されてきた文法項目を見直すという動きまで起きて
いる。それに対し，「語彙」は，語彙学習ストラテジーの研究や，個別の語，語群の意
味分析などが中心で，「語の集まり」としての語彙教育研究はあまりない１。語彙教育
で最も重要な課題の一つに学習語彙表の作成が挙げられるが，これも英語教育などに
比べて立ち遅れているのが現状である。現在の日本語教育で最も広く知られている語
彙表として『日本語能力試験出題基準』（以下，『出題基準』）の語彙表がある。ただ，
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１ 日本語教育における語彙習得研究を概観したものとして，谷内（２００２），山内（２００４）などがあ
る。
この語彙表は収録語８,０００語が五十音順に配列されているもので，学習者の言語活動と
は結びついていない。これに対し，橋本（２００８）は，『出題基準』の語彙表と学習者の
言語活動を結び付けるために，１６分野１００の話題を設定し，『出題基準』の収録語８,０００
語を著者の主観によって，その語が使われる可能性の高い「話題」に分類をしている。
表１は橋本（２００８）で提案された話題一覧である。
　学習者の言語活動を構成する要素としては，一般に「場面」と「話題」という二つ
が考えられるが，ここでは，語彙を「話題」と結び付けている。「話題」と「語彙」は，
直感的にも非常に相性が良い。「スポーツ」という話題の話をする場合，当然，スポー
ツに関係ある語が多く使われるだろうと考えられるし，「病気」という話題の話をする
場合は，病気，人体，医療などに関係ある語が使用されることが予想される。話題が
語彙によって支えられていることを明示的に示したのは，南（１９７２）である。南は，
─ ４５ ─
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表１　話題一覧（橋本２００８）
１２．政治
　１２.１　政治
　１２.２　法律
　１２.３　社会運動
　１２.４　選挙
　１２.５　外交
　１２.６　戦争
　１２.７　会議
１３．ヒト・生き物
　１３.１　人体
　１３.２　医療
　１３.３　美容・健康
　１３.４　動物
　１３.５　植物
１４．自然
　１４.１　気象
　１４.２　自然・地勢
　１４.３　災害
　１４.４　環境問題
　１４.５　宇宙
１５．サイエンス
　１５.１　算数・数学
　１５.２　サイエンス
　１５.３　テクノロジー
１６．歴史
　１６.１　歴史
抽象的関係を表す語
　６.２　祭り
７．メディア
　７.１　メディア
　７.２　芸能界
８．通信・コンピューター
　８.１　通信
　８.２　コンピューター
９．経済・消費
　９.１　買い物・家計
　９.２　労働
　９.３　就職活動
　９.４　ビジネス
　９.５　株
　９.６　経済・財政・金融
　９.７　国際経済・金融
　９.８　税
１０．産業
　１０.１　工業一般
　１０.２　自動車産業
　１０.３　重工業
　１０.４　軽工業・機械工業
　１０.５　建設・土木
　１０.６　エネルギー
　１０.７　農林業
　１０.８　水産業
１１．社会
　１１.１　事件・事故
　１１.２　差別
　１１.３　少子高齢化
　１１.４　社会保障・福祉
　３.２　友達
　３.３　性格
　３.４　相手への感情
　３.５　容姿
　３.６　人づきあい
　３.７　喧嘩・トラブル
　３.８　マナー・習慣
４．教育・学問
　４.１　学校（小中高） 
　４.２　学校（大学）
　４.３　成績
　４.４　習い事
　４.５　試験
　４.６　調査・研究
５．芸術・趣味
　５.１　音楽
　５.２　絵画
　５.３　工芸
　５.４　写真
　５.５　映画・演劇
　５.６　芸道
　５.７　芸術一般
　５.８　趣味一般
　５.９　コレクション
　５.１０　日曜大工
　５.１１　手芸
　５.１２　ギャンブル
　５.１３　遊び・ゲーム
６．宗教・祭り
　６.１　宗教
１．文化
　１.１　文化一般　
　１.２　食
　１.３　酒
　１.４　ファッション
　１.５　旅行
　１.６　スポーツ
　１.７　建築
　１.８　言葉
　１.９　文芸・出版
　１.１０　季節・行事
２．人生・生活
　２.１　町
　２.２　ふるさと
　２.３　交通
　２.４　日常生活
　２.５　家電・機械
　２.６　家事
　２.７　パーティー
　２.８　引越し
　２.９　各種手続き
　２.１０　恋愛
　２.１１　結婚
　２.１２　育児
　２.１３　思い出
　２.１４　夢・目標
　２.１５　悩み
　２.１６　死
３．人間関係
　３.１　家族
国立国語研究所が行った島根県松江での２４時間調査の資料の分析にあたり，「談話（会
話のまとまり）」が「一貫した話題」で成り立っており，さらに，その「一貫した話
題」は百科辞書的類縁性を持った語の集合から成っていることを，具体例をもとに指
摘している。
　一方，「話題」がプロフィシェンシー向上において重要であるということは，OPI
においても認識されている。『ACTFL-OPI 試験官養成マニュアル』には，話題と能力
の関係について以下のような記述がある。
被験者が議論できる話題の数は，言語能力が高まるにつれ急速に増加する。下の
方のレベルでは，話の内容は，ほとんどが被験者の経歴に関する情報や個人的な
経験に密接に関係した話題に限られている。それに対して，超級話者であれば，
たとえ専門的な話し方はできないにせよ，かなりの数にわたる具体的・抽象的話
題について話すことができるはずである。
（『ACTFL-OPI 試験官養成マニュアル』p.３３）
　つまり，学習者の能力を高めようと思えば，学習者が扱える「話題」を一つずつ増
やしていく，という指導も重要である。これらの考え方に基づき，橋本（２００８）では，
学習者の言語活動を構成する要素としての「話題」と，「語彙」という言語形式が密接
に結びついた語彙リストを提案した。ただし，この橋本（２００８）は，あくまで語彙リ
ストであり，実際に語彙指導に使えるような形にはなっていない。
３．話題別文型リストによる実質語指導
３.１　「語彙」と「文法」の関係
　橋本（２００８）の話題別語彙リストは，『出題基準』の語を話題別に分類したものであ
るが，これがすぐに学習者のプロフィシェンシーの向上につながるというわけではな
い。２節で見たとおり，プロフィシェンシーが向上するということは，学習者が扱え
る話題が増えるということである。すなわち，その話題について，話す・読む・聞く・
書くといった言語活動ができるということである。従って，語彙リストで提示された
単語を暗記するだけでなく，その語を素材として，文や談話が構成できなければ，「話
題が扱える」とは言えない。そこで本稿では，「語彙」と並び，文を構成するための重
要な要素である「文法」にも焦点を当て，プロフィシェンシーを向上させるための語
彙指導について考えることにする。具体的には，「話題別文型リスト」を作成し，その
中で実質語を指導することを考えたい。
３.２　話題別文型リストの作成
　まず，橋本（２００８）で設定したそれぞれの話題について，よく使用されると考えら
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れる文型を挙げる。２節で述べたように「話題」を特徴づけるものは「語彙」であり，
ある機能語や文型が，特定の話題において顕著に使用されるとか，特徴づけるといっ
たようなことは考えにくい。しかし，例えば「育児」という話題について語ろうとす
ると，当然，「子供の動作」や「成長の過程」といった内容について話すことが多くな
り，そこから「Aようになる（やっと一人でトイレに行けるようになった）」「Aない
ように（子供が入らないように柵を作った）」「Aたがる（さわるものすべてを，口に
入れたがります）」などの文型が必要であると予想される。
　さらに，「Aようになる」であれば「A」には，すべて子供の行動を表す語「はいは
いする」「笑う」「反抗する」「わかる」「甘える」などの実質語が挿入され，これらの
語をまとめて提示することができる。
　このように，話題ごとによく使われると思われる文型をリストアップしておけば，
語彙についても自ずとパラディグマティックに対立する語群をまとめて提示すること
ができ，語彙の教育や学習に非常に効果的であると考えられる２。
　本稿では，紙幅の都合上，１００の話題すべてについて挙げることはできないので，１６
の各分野からそれぞれ一つの話題を取り上げ，表２（p.４８）に提示する。各話題ごと
に五つの文型を挙げ，その文型に挿入されると考えられる語彙の具体例と例文各３文
を示した。挙げた文型のほとんどは『日本語文型辞典』に掲載されているものである
が，一部，「Aと，勝ちだ」「Aによって違うが」のように，文型の中に実質語を含む，
いわゆる「表現」レベルのものも表に入れている。表中のA，B，Cは語彙が挿入さ
れる部分を示しており，語彙の列には具体例とともに，挙げられた語彙を括るグルー
プ名を【　】で示した。
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２ 自由連想法により日本語学習者の語彙のネットワーク形成について調査した谷口他（１９９４）では，
初級はエピソードによるネットワーク形成が主であるのに対し，中級では意味・概念によるネッ
トワーク形成が行なわれていることを指摘している。前者はシンタグマティックな語の連なり，
後者はパラディグマティックな語の連なりで，本稿で提案する話題別文型リストによる語群の提
示も，これにあたる。
─ ４８ ─
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お
な
か
が
す
い
た
サ
イ
ン
で
す
。
・
昼
寝
を
す
る
の
は
，
安
心
し
て
い
る
証
拠
で
す
。
・
熱
を
出
す
の
は
，
正
常
に
発
育
し
て
い
る
証
で
す
。
Ａ
：【
子
供
の
行
動
】
泣
く
，
甘
え
る
，
見
る
，
寝
る
，
出
す
，
主
張
す
る
B
：【
サ
イ
ン
】
サ
イ
ン
，
証
拠
，
証
Ａ
の
は
Ｂ
だ
５
・
初
対
面
の
人
に
は
敬
語
を
使
う
も
の
で
す
。
・
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
に
は
年
賀
状
を
出
す
も
の
で
す
。
・
コ
ー
ト
は
玄
関
を
入
る
前
に
脱
ぐ
も
の
で
す
。
Ａ
：【
行
動
】
出
す
，
使
う
，
脱
ぐ
，
食
べ
る
，
吸
う
，
従
う
，
敬
う
，
聞
く
，
言
う
Ａ
も
の
だ
１
マ
ナ
ー
・
習
慣
３
.８
人
間
関
係
３
・
名
前
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
，
メ
モ
し
て
お
き
ま
す
。
・
心
配
さ
せ
な
い
よ
う
に
，
行
き
先
を
言
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
・
混
ん
で
い
る
電
車
で
は
，
リ
ュ
ッ
ク
が
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
，
前
に
持
ち
ま
す
。
Ａ
：【
相
手
が
困
る
こ
と
】
忘
れ
る
，
心
配
す
る
，
踏
む
，
見
る
，
困
ら
せ
る
Ａ
な
い
よ
う
に
２
・
韓
国
で
は
，
目
上
の
人
の
前
で
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
は
失
礼
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
・
昔
の
日
本
で
は
，
相
手
の
目
を
じ
っ
と
見
て
話
す
こ
と
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
・
韓
国
で
は
，
頭
を
た
た
く
こ
と
は
非
常
に
無
礼
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
：【
地
域
】〈
国
名
〉，
〈
地
域
名
〉
Ｂ
：【
行
動
】
話
す
，吸
う
，使
う
，見
る
，た
た
く
Ｃ
：
【丁
寧・
失礼
】失
礼，
下品
，み
っと
もな
い，
無礼
，丁
寧，
上品
，い
い
Ａ
で
は
，
Ｂ
こ
と
は
Ｃ
と
さ
れ
て
い
る
３
・
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
，
だ
い
た
い
２
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
・
地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
，
３０
００
円
か
ら
５０
００
円
の
間
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
・
パ
ー
テ
ィ
の
種
類
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
，
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
い
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ
：【
基
準
】
国
，
地
域
，
人
，
種
類
，
関
係
，
考
え
方
Ａ
に
よ
っ
て
違
う
が
４
・
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
て
も
ら
っ
た
場
合
は
，
チ
ッ
プ
を
渡
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
・
相
手
が
頭
を
下
げ
た
時
は
，
こ
ち
ら
も
頭
を
下
げ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
・
目
上
の
人
へ
の
メ
ー
ル
に
は
，
絵
文
字
は
使
わ
な
い
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ
：【
行
動
】
渡
す
，
下
げ
る
，
着
る
，
使
う
，
出
す
，
行
く
，
見
る
，
あ
げ
る
，
も
ら
う
Ａ
方
が
い
い
と
思
う
５
─ ４９ ─
話題別文型リストによる実質語指導
・
毎
日
走
ら
さ
れ
ま
し
た
。
・
い
や
な
の
に
，
行
か
さ
れ
ま
し
た
。
・
ピ
ア
ノ
を
習
わ
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
 ：【
し
た
く
な
い
こ
と
】
習
う
，
行
く
，
通
う
，
走
る
，
練
習
す
る
，
泳
ぐ
，
稽
古
す
る
，
正
座
す
る
Ａ
（
さ
）
せ
ら
れ
る
１
習
い
事
４
.４
教
育
・
学
問
４
・
自
分
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
，
子
供
を
塾
に
行
か
せ
た
。
・
将
来
の
た
め
に
，
そ
ろ
ば
ん
を
習
わ
せ
た
。
・
受
験
勉
強
の
た
め
に
，
ピ
ア
ノ
を
や
め
ま
し
た
。
Ａ
 ：【
目
的
】
将
来
，
受
験
，
勉
強
，
し
つ
け
，
教
育
，
実
現
，
か
な
え
る
Ａ
た
め
に
２
・
大
会
に
向
け
て
，
体
を
き
た
え
て
い
ま
す
。
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
向
け
て
，
毎
日
練
習
を
し
ま
し
た
。
・
展
覧
会
に
向
け
て
，
新
し
い
絵
を
描
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
 ：【
披
露
の
舞
台
】
大
会
，
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
，
コ
ン
ク
ー
ル
，
展
覧
会
，
発
表
会
Ａ
に
向
け
て
３
・
計
算
が
早
く
な
る
よ
う
に
，
公
文
に
通
い
ま
し
た
。
・
全
国
大
会
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
，
み
ん
な
で
毎
日
練
習
し
ま
し
た
。
・
ど
ん
な
に
難
し
い
曲
で
も
弾
け
る
よ
う
に
，
練
習
を
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ａ
 ：【
目
標
】
早
く
な
る
，
上
手
に
な
る
，
ひ
け
る
，
読
め
る
，
で
き
る
，
出
ら
れ
る
Ａ
よ
う
に
４
・
師
匠
の
も
と
で
柔
道
を
習
い
ま
し
た
。
・
田
中
先
生
の
も
と
で
，
技
を
磨
き
ま
し
た
。
・
そ
う
い
う
方
針
の
も
と
で
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
Ａ
 ：【
従
う
も
の
】
先
生
，〈
人
名
〉，
指
導
，
方
針
Ａ
の
も
と
で
５
・
こ
の
ま
ま
だ
と
会
社
の
金
ま
で
使
い
か
ね
な
い
。
・
家
の
金
ま
で
使
い
か
ね
な
い
。
・
こ
の
ま
ま
の
め
り
こ
む
と
，
仕
事
も
や
め
か
ね
な
い
。
Ａ
 ：【
行
動
】
使
う
，
落
ち
る
，
借
り
る
，
転
落
す
る
，
や
め
る
，
す
る
，
や
る
Ａ
か
ね
な
い
１
ギ
ャ
ン
ブ
ル
５
.１２
芸
能
・
趣
味
５
・
寝
て
い
る
時
も
起
き
て
い
る
時
も
馬
の
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
・
パ
チ
ン
コ
屋
を
見
る
と
入
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
・
馬
を
見
る
と
，
ど
の
馬
が
早
い
か
予
想
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
Ａ
 ：【
行
動
】
賭
け
る
，
入
る
，
考
え
る
，
予
想
す
る
，
予
測
す
る
，
読
む
，
買
う
，
す
る
，
や
る
Ａ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
２
・
元
を
取
ろ
う
と
，
お
金
を
ど
ん
ど
ん
つ
ぎ
込
み
ま
し
た
。
・
リ
ベ
ン
ジ
し
よ
う
と
，
何
度
も
や
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
・
一
発
当
て
よ
う
と
，
友
達
と
カ
ジ
ノ
へ
行
き
ま
し
た
。
Ａ
 ：【
目
的
】
元
を
と
る
，
リ
ベ
ン
ジ
す
る
，
も
う
け
る
，
返
す
，
取
り
返
す
，
当
て
る
Ａ
し
よ
う
と
３
・
あ
そ
こ
で
や
め
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
・
も
う
少
し
掛
け
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
・
先
に
き
ち
ん
と
計
算
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
Ａ
 ：【
行
動
】
や
め
る
，
と
め
る
，
終
わ
る
，
見
る
，
計
算
す
る
，
か
け
る
，
行
く
，
す
る
，
や
る
，
続
け
る
Ａ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
４
・
一
度
儲
か
っ
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
に
，
ま
た
夢
を
見
て
し
ま
う
。
・
一
度
勝
っ
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
に
，
ま
た
勝
て
る
と
思
っ
て
し
ま
う
。
・
仲
間
に
会
っ
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
に
，
ま
た
競
馬
場
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ａ
 ：【
意
図
し
な
い
行
動
】
儲
か
る
，勝
つ
，行
く
，見
る
Ｂ
：【
そ
の
結
果
の
行
動
】
見
る
，
思
う
，
行
く
，
賭
け
る
，
つ
ぎ
こ
む
Ａ
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
に
，
ま
た
Ｂ
て
し
ま
う
５
・
左
手
は
不
浄
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
・
そ
の
少
女
は
，
神
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
・
湖
の
水
は
聖
な
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
 ：【
宗
教
上
意
味
の
あ
る
も
の
】
少
女
，少
年
，像
，水
，手
，杯
Ｂ
：【
宗
教
上
の
意
味
】
不
浄
，
生
ま
れ
変
わ
り
，
化
身
，
聖
な
る
も
の
Ａ
は
Ｂ
と
さ
れ
て
い
る
１
宗
教
６
.１
宗
教
・
祭
り
６
・
女
性
は
髪
を
見
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
・
偶
像
を
作
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
・
神
殿
に
勝
手
に
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
Ａ
 ：【
行
為
】
食
べ
る
，
飲
む
，
見
せ
る
，
触
る
，
入
る
，
作
る
，
踏
む
，
崇
め
る
Ａ
て
は
い
け
な
い
２
・
神
は
絶
対
の
も
の
と
し
て
崇
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
神
殿
に
入
る
前
に
は
，
手
と
足
を
洗
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
・
教
え
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ａ
 ：【
行
為
】
崇
め
る
，
信
じ
る
，
従
う
，
洗
う
，
通
う
，
読
む
Ａ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
３
・
神
を
信
じ
れ
ば
，
救
わ
れ
ま
す
。
・
念
仏
を
唱
え
れ
ば
，
極
楽
浄
土
へ
行
け
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
・
そ
の
煙
を
頭
に
つ
け
れ
ば
，
頭
が
良
く
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
 ：【
必
要
な
条
件
】
唱
え
る
，
願
う
，
信
じ
る
，
通
う
，
祈
る
，
崇
め
る
，
つ
け
る
，
読
む
Ａ
ば
４
・
キ
ツ
ネ
は
神
の
化
身
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
・
そ
の
日
の
夜
，
神
様
が
こ
の
道
を
通
っ
て
神
社
へ
帰
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
・
お
盆
に
は
先
祖
の
魂
が
帰
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
―
―
―
―
「
文
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
５
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
よ
り
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
ほ
う
が
か
っ
こ
い
い
。
・
あ
の
女
優
よ
り
こ
の
女
優
の
方
が
き
れ
い
だ
。
・
そ
の
役
者
よ
り
彼
の
方
が
い
い
と
思
う
。
Ａ
，Ｂ
：【
人
】歌
手
，俳
優
，女
優
，役
者
，〈
人
名
〉〈
グ
ル
ー
プ
名
〉
Ｃ
：【
評
価
】お
も
し
ろ
い
，
き
れ
い
だ
，
美
人
だ
，
ハ
ン
サ
ム
だ
，
音
痴
だ
，
い
い
，
歌
が
上
手
だ
，
う
ま
い
/
下
手
だ
Ａ
よ
り
Ｂ
（
の
方
）
が
Ｃ
１
芸
能
界
７
.２
メ
デ
ィ
ア
７
─ ５０ ─
田　尻　由美子・橋　本　直　幸
・
木
村
拓
哉
が
い
ち
ば
ん
ハ
ン
サ
ム
だ
。
・
オ
ー
ド
リ
ー
が
い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
い
。
・
春
日
が
い
ち
ば
ん
人
気
者
だ
。
Ａ
：
【
人
】歌
手
，
俳
優
，
女
優
，
役
者
，〈
人
名
〉〈
グ
ル
ー
プ
名
〉
Ｂ
：
【
評
価
】お
も
し
ろ
い
，
き
れ
い
だ
，
美
人
，
ハ
ン
サ
ム
だ
，
音
痴
だ
，
歌
が
う
ま
い
/
下
手
，
演
技
が
上
手
だ
Ａ
が
い
ち
ば
ん
Ｂ
２
・
山
口
百
恵
が
復
帰
す
る
ら
し
い
。
・
あ
の
二
人
は
別
居
中
ら
し
い
。
・
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
が
今
度
新
曲
を
出
す
ら
し
い
。
―
―
―
―
「
文
」
ら
し
い
３
・
そ
の
ド
ラ
マ
で
ト
ッ
プ
ア
イ
ド
ル
に
な
っ
た
。
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
有
名
に
な
っ
た
。
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
タ
レ
ン
ト
に
な
っ
た
。
Ａ
：
【
き
っ
か
け
】
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
，
大
会
，
番
組
，
芝
居
，
映
画
，
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
，
コ
ー
ナ
ー
，
演
技
Ｂ
：
【
有
名
・
人
気
者
】
俳
優
，
女
優
，
歌
手
，
タ
レ
ン
ト
，
芸
人
，
ト
ッ
プ
ア
イ
ド
ル
，
有
名
人
，
人
気
者
，
有
名
Ａ
で
Ｂ
に
な
っ
た
４
・
そ
の
ア
イ
ド
ル
は
，
女
優
と
の
交
際
を
ス
ク
ー
プ
さ
れ
た
。
・
俳
優
と
の
密
会
を
盗
撮
さ
れ
た
。
・
秘
密
を
暴
露
さ
れ
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。
Ａ
：
【
隠
し
た
い
こ
と
】秘
密
，
交
際
，
噂
，
嘘
，
密
会
，
デ
ー
ト
，
浮
気 Ｂ
：
【
公
表
】暴
露
す
る
，ス
ク
ー
プ
す
る
，報
道
す
る
，撮
る
，流
す
Ａ
を
Ｂ
さ
れ
た
５
・
デ
ー
タ
を
並
べ
替
え
る
に
は
，
ま
ず
フ
ィ
ル
タ
ー
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作
曲
を
す
る
に
は
，
専
用
の
ソ
フ
ト
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
・
５０
万
以
上
の
デ
ー
タ
を
扱
う
に
は
，
Ｓ
Ｑ
L
を
使
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ａ
：【
操
作
】
並
べ
る
，
並
べ
替
え
る
，
消
す
，
消
去
す
る
，
扱
う
，
処
理
す
る
，
作
成
す
る
，
編
集
す
る
，
保
存
す
る
，
プ
リ
ン
ト
す
る
，
う
つ
す
Ａ
に
は
１
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
８
.２
通
信
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
８
・
エ
ク
セ
ル
は
，
簡
単
な
計
算
を
す
る
の
に
便
利
で
す
。
・
ワ
ー
ド
は
，
文
書
を
作
成
す
る
の
に
使
わ
れ
ま
す
。
・
M
A
C
は
音
楽
を
作
っ
た
り
編
集
し
た
り
す
る
の
に
強
い
で
す
。
Ａ
：【
操
作
】
作
る
，
計
算
す
る
，
作
成
す
る
，
編
集
す
る
，
処
理
す
る
，
保
存
す
る
Ａ
の
に
２
・
M
A
C
は
イ
ラ
ス
ト
の
編
集
に
向
い
て
い
ま
す
。
・
エ
ク
セ
ル
は
表
の
処
理
な
ど
に
向
い
て
い
ま
す
。
・
こ
の
パ
ソ
コ
ン
は
バ
ッ
テ
リ
ー
が
も
つ
の
で
，
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
い
て
い
ま
す
。
Ａ
：【
操
作
】
作
成
，
計
算
，
作
成
，
編
集
，
処
理
，
保
存 【
使
用
目
的
】
ビ
ジ
ネ
ス
，
音
楽
，
ゲ
ー
ム
Ａ
に
向
く
３
・
ど
う
や
ら
故
障
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
・
間
違
っ
て
，
デ
ー
タ
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
・
う
っ
か
り
送
信
し
て
し
ま
っ
た
。
Ａ
：【
望
ま
な
い
動
作
・
結
果
】
壊
れ
る
，
故
障
す
る
，
固
ま
る
，
感
染
す
る
，
削
除
す
る
，
消
去
す
る
，
消
す
Ａ
て
し
ま
う
４
・「
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
」
を
選
択
す
る
と
，
電
源
が
落
ち
ま
す
。
・
ス
ペ
ー
ス
を
押
す
と
，
変
換
の
候
補
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
・
電
源
ボ
タ
ン
を
入
れ
る
と
，
パ
ソ
コ
ン
が
起
動
し
ま
す
。
Ａ
：【
操
作
】ク
リ
ッ
ク
す
る
，選
択
す
る
，操
作
す
う
，押
す
，入
れ
る
Ｂ
：【
パ
ソ
コ
ン・
ソ
フ
ト
】パ
ソ
コ
ン
，メ
ニ
ュ
ー
，ソ
フ
ト
，画
面
，候
補
Ｃ
：【
動
作
】起
動
す
る
，開
く
，出
る
，落
ち
る
，表
示
さ
れ
る
，閉
じ
る
Ａ
と
，
Ｂ
が
Ｃ
５
・
所
得
の
１０
％
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
何
か
買
い
物
を
し
た
時
は
，
５
％
を
消
費
税
と
し
て
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
財
産
を
相
続
し
た
時
は
，
税
務
署
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
：【
払
う
】
納
め
る
，
払
う
，
支
払
う
，
納
入
す
る
，
申
告
す
る
，
出
す
Ａ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
１
税
９
.８
経
済
・
消
費
９
・
買
っ
た
も
の
に
対
し
て
・
ぜ
い
た
く
品
に
対
し
て
・
低
所
得
者
に
対
し
て
Ａ
：【
対
象
】
子
ど
も
，
老
人
，
低
所
得
者
，
弱
者
，
金
持
ち
，
店
，
食
料
品
，
ぜ
い
た
く
品
Ａ
に
対
し
（
て
）
２
・
３
人
あ
た
り
・
１０
軒
あ
た
り
・
１
家
族
あ
た
り
Ａ
：【
数
量
】
～
人
，
～
軒
，
～
家
族
Ａ
当
た
り
３
・
収
入
が
あ
る
人
は
み
な
，
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
・
住
民
税
は
，
毎
月
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
・
給
与
か
ら
市
民
税
・
県
民
税
相
当
分
を
天
引
き
し
て
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
：【
払
う
】
お
さ
め
る
，
は
ら
う
，
支
払
う
，
納
入
す
る
，
出
す
，
負
担
す
る
Ａ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
４
・
１５
歳
以
下
の
子
供
を
の
ぞ
い
て
，
す
べ
て
の
大
人
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
・
一
部
の
店
を
の
ぞ
い
て
，
ほ
と
ん
ど
の
店
で
消
費
税
を
価
格
に
添
加
し
た
。
・
一
部
の
生
活
必
需
品
を
の
ぞ
い
て
，
す
べ
て
の
食
料
品
に
税
が
課
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
：【
対
象
】
子
ど
も
，
老
人
，
弱
者
，
金
持
ち
，
店
，
品
，
食
料
品
，
ぜ
い
た
く
品
Ａ
を
の
ぞ
い
て
/
の
ぞ
き
５
・
境
港
は
松
葉
ガ
ニ
が
有
名
だ
。
・
大
間
は
マ
グ
ロ
の
一
本
釣
り
が
有
名
だ
。
・
大
分
は
関
サ
バ
が
有
名
だ
。
Ａ
：【
場
所
】〈
地
域
〉〈
港
名
〉
Ｂ
：【
名
物
】〈
魚
名
〉，
捕
鯨
，
養
殖
，
釣
り
，
～
漁
Ａ
は
Ｂ
が
有
名
だ
１
水
産
業
１０
.８
産
業
１０
・
越
前
ク
ラ
ゲ
の
大
量
発
生
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
・
後
継
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
・
漁
獲
量
の
減
少
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
：【
原
因
】
減
少
，
上
昇
，
発
生
，
高
騰
，
不
足
，
値
上
が
り
Ａ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
２
─ ５１ ─
話題別文型リストによる実質語指導
・
協
定
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
・
条
約
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
・
天
然
記
念
物
を
釣
る
こ
と
は
，
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
：【
決
ま
り
ご
と
】協
定
，条
約
，規
定
，法
律
，～
法
，取
り
決
め
，
ル
ー
ル
Ｂ
：【
保
護
・
規
制
】保
護
す
る
，規
制
す
る
，守
る
，止
め
る
，禁
止
す
る
Ａ
に
よ
っ
て
Ｂ
さ
れ
て
い
る
３
・
漁
に
は
，
遠
洋
漁
業
や
沖
合
漁
業
な
ど
が
あ
る
。
・
こ
こ
で
と
れ
る
魚
に
は
，
ま
ぐ
ろ
や
さ
ん
ま
な
ど
が
あ
る
。
・
自
給
率
が
高
い
魚
に
は
，
さ
ん
ま
や
ぶ
り
な
ど
が
あ
る
。
Ａ
：【
説
明
し
た
い
も
の
】
魚
，
漁
，
海
流
，
港
製
品
，
種
類
Ｂ
，
Ｃ
：【
魚
】
<
魚
の
名
前
>
<
製
品
の
種
類
>
<
漁
の
種
類
>
Ａ
に
は
，
Ｂ
や
Ｃ
が
あ
る
４
・
日
本
有
数
の
漁
獲
量
を
誇
る
町
と
し
て
栄
え
た
。
・
暖
流
と
寒
流
が
交
わ
る
絶
好
の
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
・
か
き
の
本
場
と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
Ａ
：【
場
所
】
町
，
地
域
，
ポ
イ
ン
ト
，
地
点
，
と
こ
ろ
，
漁
場
，
本
場
Ａ
と
し
て
５
・
女
を
め
ぐ
っ
て
，
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
・
借
金
を
め
ぐ
っ
て
，
口
論
と
な
っ
た
・
そ
の
け
ん
か
は
，
最
初
は
生
活
音
を
め
ぐ
っ
て
は
じ
ま
っ
た
そ
う
だ
。
Ａ
：【
問
題
の
所
在
】
金
，
借
金
，
女
，
男
，
騒
音
，
音
Ａ
を
め
ぐ
っ
て
１
事
件
・
事
故
１１
.１
社
会
１１
・
車
が
右
折
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
，
内
側
か
ら
バ
イ
ク
が
突
っ
込
ん
で
き
た
。
・
駐
車
場
か
ら
道
に
出
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
，
人
が
飛
び
出
し
て
き
た
。
・
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
，
後
ろ
か
ら
ぶ
つ
か
ら
れ
た
。
Ａ
：【
運
転
操
作
】
曲
が
る
，
右
折
す
る
，
左
折
す
る
，
止
ま
る
，
止
め
る
，
停
止
す
る
，
渡
る
，
発
進
す
る
，
出
る
，
入
る
Ａ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
２
・
知
ら
な
い
間
に
，
携
帯
電
話
を
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
・
男
が
財
布
を
抜
き
取
る
の
を
見
て
し
ま
っ
た
。
・
居
眠
り
し
て
し
ま
っ
て
，
事
故
に
な
り
か
け
た
。
Ａ
：【
意
図
し
な
い
行
為
】
眠
る
，
居
眠
り
を
す
る
，
取
る
，
見
る
，
な
く
す
，
落
と
す
，
訴
え
ら
れ
る
，
ぶ
つ
け
る
，
酔
う
，
無
視
す
る
Ａ
て
し
ま
う
３
・
犯
人
は
す
ぐ
に
捕
ま
っ
た
そ
う
だ
。
・
捜
査
は
ま
だ
続
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
・
被
害
者
は
胸
を
刺
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
―
―
―
―
「
文
」
そ
う
だ
４
・
も
う
ち
ょ
っ
と
で
車
に
ひ
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
・
も
う
ち
ょ
っ
と
で
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
・
も
う
少
し
で
刺
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
Ａ
：【
望
ま
な
い
動
き
】
ぶ
つ
か
る
，
ぶ
つ
け
る
，
ひ
く
，
ひ
か
れ
る
，
殴
る
，
殴
ら
れ
る
，
刺
す
，
刺
さ
れ
る
も
う
少
し
/
ち
ょ
っ
と
で
Ａ
と
こ
ろ
だ
っ
た
５
・
そ
の
地
域
に
は
も
と
も
と
民
族
的
対
立
が
あ
っ
た
た
め
に
，
武
力
衝
突
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
・
鉄
が
不
足
し
た
た
め
に
，
家
庭
の
も
の
ま
で
供
出
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
・
戦
争
を
続
け
た
た
め
に
，
被
害
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
Ａ
：【
原
因
】
あ
る
，
起
こ
る
，
不
足
す
る
，
続
け
る
，
主
張
す
る
，
対
立
す
る
Ａ
た
た
め
に
１
戦
争
１２
.６
政
治
１２
・
湾
岸
地
域
の
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
，
戦
い
が
激
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
・
そ
の
戦
争
は
，
イ
ン
ド
洋
で
の
貿
易
を
め
ぐ
っ
て
勃
発
し
ま
し
た
。
・
油
田
の
開
発
を
め
ぐ
っ
て
，
関
係
が
悪
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
Ａ
：【
問
題
の
所
在
】
領
土
，
国
境
，
境
界
線
，
権
利
，
開
発
Ａ
を
め
ぐ
っ
て
２
・
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
・
戦
闘
は
激
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
・
無
法
地
帯
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
Ａ
：【
変
化
・
進
展
】
変
化
，
変
わ
る
，
激
化
，
お
さ
ま
る
，
突
き
進
む
，
進
む
Ａ
て
い
く
３
・
各
国
の
期
待
に
反
し
て
・
世
界
中
か
ら
の
声
に
反
し
て
・
国
民
の
願
い
に
反
し
て
Ａ
：【
気
持
ち
】
意
志
，
期
待
，
気
持
ち
，
願
い
，
意
見
Ａ
に
反
し
て
４
・
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
・
戦
争
が
始
ま
っ
た
た
め
に
，
商
人
た
ち
は
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
・
関
係
の
悪
化
で
，
施
設
は
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
：【
望
ま
な
い
こ
と
】
終
了
，
撤
退
，
後
退
，
中
止
，
縮
小
，
帰
国
，
閉
鎖
Ａ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
５
・
脚
を
鍛
え
る
た
め
に
，
階
段
を
使
っ
て
い
ま
す
。
・
脂
肪
を
落
と
す
た
め
に
，
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
ま
す
。
・
体
重
を
減
ら
す
た
め
に
，
食
べ
る
量
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
Ａ：
【
望
む
こ
と
】鍛
え
る
，減
ら
す
，落
と
す
，強
く
す
る
，細
く
す
る
，き
れ
い
に
な
る
B：
【
行
動
】使
う
，す
る
，減
ら
す
，歩
く
，走
る
，食
べ
る
，動
か
す
，飲
む
Ａ
た
め
に
，
Ｂ
て
い
る
１
美
容
・
健
康
１３
.３
ヒ
ト
・
生
き
物
１３
・
こ
れ
以
上
体
重
が
増
え
な
い
よ
う
に
，
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
・
足
腰
が
弱
ら
な
い
よ
う
に
，
毎
日
少
し
ず
つ
運
動
し
ま
す
。
・
ビ
タ
ミ
ン
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
，
野
菜
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
Ａ
：【
望
ま
な
い
変
化
】
増
え
る
，
太
る
，
弱
る
，
な
る
Ａ
な
い
よ
う
に
２
・
運
動
し
す
ぎ
る
の
は
良
く
な
い
。
・
健
康
に
い
い
か
ら
と
い
っ
て
，
同
じ
食
品
ば
か
り
食
べ
す
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
。
・
歯
を
あ
ま
り
磨
き
す
ぎ
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
：【
行
動
】
運
動
す
る
，
動
か
す
，
動
く
，
食
べ
る
，
飲
む
，
使
う
，
こ
す
る
，
と
る
Ａ
す
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
３
─ ５２ ─
田　尻　由美子・橋　本　直　幸
・
間
違
っ
た
お
手
入
れ
は
逆
効
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
・
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
は
，
腰
を
傷
め
か
ね
な
い
。
・
い
つ
か
倒
れ
か
ね
な
い
。
Ａ
：【
部
位
・
症
状
】
傷
め
る
，
崩
す
，
な
る
，
逆
効
果
に
な
る
，
悪
く
す
る
，
倒
れ
る
Ａ
か
ね
な
い
４
・
お
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
が
，
脳
の
活
性
化
に
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
，
心
肺
機
能
の
強
化
に
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
・
生
姜
は
冷
え
に
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
：【
部
位
・
症
状
・
改
善
】
脳
，
足
，
腰
，
体
質
／
風
邪
，
病
気
，
冷
え
／
改
善
，
活
性
化
，
強
化
，
維
持
Ａ
に
い
い
と
言
わ
れ
て
い
る
５
・
被
害
総
額
は
４
兆
円
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
・
家
を
失
っ
た
人
は
，
１２
０
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
・
倒
れ
た
り
壊
れ
た
り
し
た
家
は
，
３０
００
軒
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
Ａ
：【
災
害
の
原
因
】
～
人
，
～
軒
，
～
円
，
～
平
方
メ
ー
ト
ル
Ａ
に
（
も
）
の
ぼ
る
１
災
害
１４
.３
自
然
１４
・
水
や
食
べ
物
を
家
に
準
備
し
て
お
く
。
・
保
険
に
入
っ
て
お
く
。
・
逃
げ
る
た
め
の
場
所
を
確
認
し
て
お
く
。
Ａ
：【
準
備
】
準
備
す
る
，
用
意
す
る
，
確
認
す
る
，
確
保
す
る
，
入
る
，
入
れ
る
，
チ
ェ
ッ
ク
す
る
，
と
め
る
，
固
定
す
る
Ａ
て
お
く
２
・
台
風
１９
号
に
よ
っ
て
，
農
作
物
が
大
変
な
被
害
を
受
け
た
。
・
１
週
間
以
上
続
い
た
雨
に
よ
っ
て
，
土
砂
災
害
が
起
き
ま
し
た
。
・
そ
の
年
の
干
ば
つ
に
よ
っ
て
，
大
変
な
食
糧
難
が
起
こ
っ
た
。
Ａ
：【
災
害
の
原
因
】
台
風
，
地
震
，
風
，
波
，
寒
さ
，
暑
さ
，
干
ば
つ
Ａ
に
よ
っ
て
３
・
甚
大
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。
・
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
・
大
変
な
損
害
を
与
え
ま
し
た
。
Ａ
：【
損
失
】
被
害
，
影
響
，
損
害
，
損
失
Ａ
を
与
え
る
４
・
自
分
だ
け
逃
げ
だ
す
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
・
息
を
す
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
・
も
の
す
ご
い
地
震
で
，
立
っ
て
い
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
Ａ
：【
最
低
限
の
行
動
】
持
ち
出
す
，
助
け
（
出
す
），
息
を
す
る
，
考
え
る
，
出
る
，
立
っ
て
い
る
，
つ
か
ま
る
Ａ
の
が
や
っ
と
だ
５
・
２
つ
の
物
質
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。
・
も
の
が
燃
焼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。
・
そ
れ
ら
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ａ
：【
物
質
の
動
き
】
融
合
す
る
，
結
合
す
る
，
燃
焼
す
る
，
分
解
す
る
，
酸
化
す
る
，
膨
張
す
る
Ａ
こ
と
に
よ
っ
て
１
サ
イ
エ
ン
ス
１５
.２
サ
イ
エ
ン
ス
１５
・
ラ
ジ
ウ
ム
は
キ
ュ
リ
ー
夫
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
・
異
常
を
引
き
起
こ
す
原
因
が
そ
の
研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
。
・
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
，
複
数
の
科
学
者
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ：
【
人・
グ
ル
ー
プ
】〈
人
名
〉，
グ
ル
ー
プ
，チ
ー
ム
，研
究
者
，科
学
者
，教
授
Ｂ：
【
発
見
】発
見
，証
明
，見
つ
け
る
，解
明
，確
認
，発
明
，作
る
，改
良
，開
発
Ａ
に
よ
っ
て
Ｂ
さ
れ
る
２
・
今
，
そ
の
物
質
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
・
そ
の
説
は
，
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
・
ヒ
ト
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
―
―
―
―
「
文
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
３
・
酸
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
そ
の
物
質
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
・
２
つ
を
反
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
・
燃
焼
さ
せ
る
と
，
C
O
2
が
発
生
し
ま
す
。
Ａ
：【
物
質
の
動
き
】
融
合
す
る
，
結
合
す
る
，
燃
焼
す
る
，
酸
化
す
る
，
膨
張
す
る
，
摩
擦
す
る
，
振
動
す
る
，
反
応
す
る
Ａ
さ
せ
る
４
・
そ
れ
ま
で
，
分
子
よ
り
小
さ
な
物
質
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
・
彼
が
証
明
す
る
ま
で
，
誰
に
も
証
明
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
・
冥
王
星
は
，
長
い
間
太
陽
系
の
９
つ
目
の
惑
星
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
―
―
―
―
「
文
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
５
・
家
光
は
３
代
将
軍
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
・
常
義
は
頼
朝
の
弟
と
し
て
生
ま
れ
た
。
・
祖
父
は
，
昭
和
３
年
に
１０
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
Ａ
：【
立
場
】
将
軍
，
跡
継
ぎ
，
長
男
，
次
男
，
長
女
，
末
っ
子
次
女
，
弟
，
妹
Ａ
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
歴
史
１６
.１
歴
史
１６
・
１２
００
年
か
ら
１５
００
年
に
か
け
て
・
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
・
関
東
か
ら
東
北
に
か
け
て
Ａ
，
B
：【
年
代
】〈
時
代
名
〉，
〈
年
〉
【
場
所
】〈
地
名
〉〈
地
域
名
〉
Ａ
か
ら
Ｂ
に
か
け
て
２
・
家
臣
の
反
乱
に
よ
っ
て
，
王
国
は
急
激
に
没
落
し
て
い
き
ま
し
た
。
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
，
政
略
結
婚
に
よ
っ
て
栄
え
ま
し
た
。
・
湖
畔
地
方
の
貴
族
は
，
塩
の
売
買
に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
い
き
ま
し
た
。
Ａ
：【
要
因
】売
買
，
結
婚
，
貿
易
，
交
易
，
反
乱
，
裏
切
り
，
い
さ
か
い
，
変
化
Ｂ
：【
没
落
・
繁
栄
】 没
落
す
る
，
繁
栄
す
る
，
栄
え
る
，
に
ぎ
わ
う
Ａ
に
よ
っ
て
Ｂ
３
・
３０
０
年
に
わ
た
っ
て
，
そ
の
地
方
を
支
配
し
ま
し
た
。
・
１９
０
日
に
わ
た
っ
て
，
激
し
い
攻
防
が
あ
り
ま
し
た
。
・
３０
時
間
に
も
わ
た
っ
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
の
で
す
。
Ａ
：【
期
間
】
～
日
，
～
年
，
～
時
間
Ａ
に
わ
た
っ
て
４
・
勢
力
が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
・
徳
川
家
は
富
を
蓄
え
て
い
き
ま
し
た
。
・
町
人
文
化
も
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
Ａ
：【
変
化
】
拡
大
，
縮
小
，
繁
栄
，
没
落
，
変
化
Ａ
て
い
く
５
４．まとめ
　作成された表を見てみると，例えば上で挙げた「Aないように」という文型は「育
児」という話題のみならず，「美容・健康」などでも挙げられている。しかしAに挿
入される語彙を見てみると，「育児」では「はいはいする」「笑う」「反抗する」「わか
る」「甘える」など子供の行動を表す語だったのに対し，「美容・健康」という話題で
は「増える」「太る」「弱る」「痛める」など，望まない変化を表す語が挙げられている。
またその他にも，「Aをめぐって」という文型では，「事件・事故」の話題では「金」
「借金」「女」「騒音」などの語彙が考えられるが，「戦争」という話題では「領土」
「国境」「権利」「開発」となるなど，同じ「問題の所在を表す」語彙グループでも，
まったく異なった構成になっている。
　このように，同じ文型でも，話題によって語彙は全く異なってくる。２，３節での
主張の繰り返しになるが，例えば「Aないように」という文型を学習したからといっ
て，「育児」や「美容・健康」などの話題を扱えるようにはならない。また語彙だけ
でも不十分である。ある話題が扱えるようになるためには文型と語彙の両方が必要で
あり，その指導のために，表２のようなリストが有効となってくると考えられる。
　なお，今回のリストは，筆者らの主観によって作成している。より有効で適切なリ
ストを作成するためには，大規模コーパスなどを用いて，より客観的に文型や語彙を
抽出していく必要があると考えられるが，それは今後の課題としたい。
参考文献
グループ・ジャマシイ（編著）（１９９８）『日本語文型辞典』くろしお出版
谷口すみ子・赤堀侃司・任都栗新・杉村和枝（１９９４）「日本語学習者の語彙習得―語彙
のネットワークの形成過程―」『日本語教育』８４，pp.７８-９１，日本語教育学会．
橋本直幸（２００８）「話題別分類語彙表作成の試み」山内博之（編）『日本語教育スタン
ダード試案　語彙』pp.９-９２，ひつじ書房．
橋本直幸・山内博之（２００８）「日本語教育のための語彙リストの作成」『日本語学』２７-
１０，pp.５０-５８，明治書院．
牧野成一（監），日本語OPI 研究会（１９９９）『ACTFL-OPI 試験官養成マニュアル（１９９９
年改訂版）』
南不二男（１９７２）「日常会話の構造 ―とくにその単位について―」『月刊言語』 １-２，
pp.１０８-１１５，大修館書店．
谷内美智子（２００２）「第二言語としての語彙習得研究の概観―学習形態・方略の観点か
ら―」『第二言語習得・教育の最前線―あすの日本語教育への道しるべ―』
─ ５３ ─
話題別文型リストによる実質語指導
pp.１５５-１６９，日本言語文化学研究会．
山内博之（２００４）「語彙習得研究の方法 ―茶筌とNグラム統計」『第二言語としての
日本語の習得研究』７，pp.１４１-１６２，第二言語習得研究会．
─ ５４ ─
田　尻　由美子・橋　本　直　幸
